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本書では、 SonicWall® Secure Mobile Access (SMA) のファームウェアの更新手順について説明します。 以

下の特定のアップグレード  シナリオが含まれます。

• スタンドアロンの SMA 1000 装置をアップグレードする

• セン ト ラル管理サーバ (CMS) をその管理対象のSMA 1000 装置とともにアップグレードする

ト ピック : 

• アップグレードの説明

• 特に考慮が必要な事項

• 準備

• SMA インフラス ト ラクチャのアップグレード

• アップグレード後のタスク

アップグレードの説明
SMA インフラス ト ラクチャのアップグレードは、 更新またはホッ ト フ ィ ッ クスの取得、 SMA 装置の更

新、 クライアン ト  エンドポイン トの更新を含むマルチタスク  プロセスです。 MySonicWall アカウン ト

を作成する手順と装置を登録する手順も含まれます。 アカウン トの作成と登録が完了していない場合
に参照して ください。  

ト ピッ ク : 

• アップグレードの概要

• プラッ ト フォームの互換性

• 廃止された機能

アップグレードの概要
Secure Mobile Access をアップグレードするプロセスには、 SMA 装置と、 ユーザのラップ ト ップなどの

クライアン ト  エン ドポイン トの両方の更新が含まれます。 その両方の手順について説明します。 次

の一覧は、 全般的なアップグレード  プロセスの概要です。

1 MySonicWall アカウン ト を作成していない場合は、 手順に従って作成します。 リソース センター

である  MySonicWall では、 さまざまなツールとサポート を提供しています。  

2 装置を MySonicWall に登録します。 登録すると、 ライセンス ファイル、 ファームウェアの更新、

ドキュ メン ト、 テクニカル サポート情報などの必須のリソースにアクセスできます。  

メモ: MySonicWall の登録情報は、 売却されたり、 他社と共有されることはありません。
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3 Secure Mobile Access 装置とクライアン ト  エンドポイン トの更新ファイルを  MySonicWall から取得

します。  

4 次の手順で、 更新ファイルのアップロード とインス トールを行います。

• スタンドアロン装置の場合: 装置管理コンソール  (AMC) を使用して、 更新ファイルのアッ

プロード とインス トールを行います。

• CMS の管理対象装置の場合: セン ト ラル管理コンソール (CMC) を使用して、 更新ファイル

のアップロード とインス トールを行います。

5 装置管理コンソール (AMC) を使用して、 装置への更新ファイルのアップロード とインストールを

行います。

6 クライアン ト  アップグレードをすべてのクライアン ト  エンドポイン トにインストールして、 確

認します。

プラ ッ ト フォームの互換性
SMA 12.1 グローバル  ト ラフ ィ ッ ク  オプテ ィマイザを使用するセン ト ラル管理サービス は、 SMA 12.1

ファームウェアを実行する次の SMA 1000 シリーズの装置をサポート します。

Secure Mobile Access 装置は、 バージョン 10.7.2、 11.3.0、 11.4.0 からバージョン 12.1 に直接アップグレー

ドできます。

廃止された機能
次の機能は、 SMA 12.1 を実行する  SMA 1000 シリーズの装置すべてで廃止されました。

• グローバル管理システム (GMS)

GMS は SMA 12.1 ではサポート されませんが、 手動で無効にする必要はありません。 SMA 12 装置

は、 グローバル  ト ラフ ィ ッ ク  オプテ ィマイザを使用するセン ト ラル管理サービス により管理

される必要があります。 詳細については、 SMA 12.1 Central Managment Server with Global Traffic

Optimizer Administration Guide を参照して ください。  

• セキュア ソケッ ト  レイヤ (SSL) バージ ョ ン  3.0 

SMA 12.1 にアップグレード、 またはその設定をインポートすると、 システムは自動的に SSLv3 を

無効にします。 これは、 スタン ドアロン装置と  CMS のインス トールに適用されます。 SSLv3 プ

ロ ト コルは、 SMA 12.1 でのいずれの接続でもサポートまたはネゴシエート されません。 システ

ム アップグレードまたは設定のインポートの間に、 その新しい設定で SSLv3 が有効になると、

その設定は削除され、 アップグレードまたはインポートプロセスは正常終了します。  

• 仮想アシスト  

メモ: アップグレードの過程で装置が再起動されます。

• EX9000 • SMA 6200

• EX7000 • SMA 7200

• EX6000 • SMA 8200v (ESX/Hyper‐V)

メモ: ESXi にホス ト されている仮想装置のアップグレードでは、 ネッ トワーク  アダプターの変更

が必要です。 以下の SonicWall サポート  ナレッジ ベースの記事を参照して ください。
https://www.sonicwall.com/support/knowledge‐base/170502800288963

メモ: 本書には、 一部の国や地域ではリ リースされていないプラ ッ ト フォーム/バージ ョ ンに関

する記述が含まれている場合があります。
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以前のリ リースから  SMA 12.1 にアップグレード、 または SMA 12.1 の設定をインポート しよ う

とすると、 システムは、 そのアップグレードまたはインポート を拒否し、 次のメ ッセージが通
知されます。

SMA 12.1 では 仮想アシストを使用できません。 SMA 12.1 にアップグレードする前に仮

想アシスト を無効にする必要があります。

仮想アシス ト を無効にするには、 「System Configuration (システム設定)」 > 「Virtual Assist (仮想

アシス ト )」 > 「Genera (一般)」 ページで仮想アシス ト を無効にして、 アップグレード  プロセス

を再開します。 仮想アシストが無効になると、 アップグレード  プロセスが正常に完了します。

• レプリケーシ ョ ン  

CMS は、 グローバル高可用性機能を提供します。 これにより、 冗長化が可能です。 そのため、 レ

プリケーション機能は、 SMA から削除され、 レプリケーション機能へのすべての参照が装置管理

コンソールから削除されました。 「Replicate (レプリケート )」 セクシ ョ ンは、 今後 「Maintenance

(メ ンテナンス)」 ページに表示されず、 「Configure (設定)」 ボタンで表示されていた 「Configure

Replication (レプ リケーシ ョ ンの設定)」 ページ全体が廃止になっています。 SMA 12.1 では、

CMS のポリシー 同期が、 以前のレプリケーシ ョ ンと同等の機能になります。

• 高可用性ペア 

高可用性 (HA) ペアは廃止されました。 グローバル ト ラフ ィ ック  オプティマイザを使用するセン

ト ラル管理サービス が HA ペアに置き換わります。 CMS とセン ト ラル ユーザ ライセンスが HA

ペア ライセンスに置き換わります。

SMA 12.1 にアップグレードする前に、 HA ペアのすべての接続を無効にする必要があります。

HA ペアのノードを  SMA 12.1 にアップグレード しよう とすると失敗して、 次のエラー メ ッセー

ジを生成します。

例外 :特別な CEM を使用すると、 ノード ペアを解除してアップグレードすることができ

ます。

• IP アドレスの設定のある仮想ホスト

IP アドレスの設定がある仮想ホスト を現在の設定内で定義していると、 SMA 12.1 へのアップグ

レードが正常終了しない場合があります。 SMA 12.1 の完全な設定のインポートは正常に実行で

きませんが、 余分な IP アドレスを現在の設定からまず削除すると、 SMA 12.1 の部分的な設定の

インポート を正常に実行できます。

特に考慮が必要な事項
SMA のアップグレードの計画時には、 別の考慮が必要な顧客向けの設定もあります。 HA ペアが廃止に

なったため、 装置を再設定してペアを解除する必要があります。 Connect Tunnel の実装を伴うソリュー

シ ョ ンでも、 エンドポイン トのアップグレードに特別な考慮が必要です。

ト ピック : 

• HA ペアのアップグレード

• Connect Tunnel の更新の要件

• OSPWAT OESIS ライブラリの V3 から  V4 へのアップグレード

HA ペアのアップグレード
グローバル ト ラフ ィ ッ ク  オプテ ィマイザを使用するセン ト ラル管理サービス により、 HA ペアが無効

になります。 アップグレードが完了すると、 ト ラフ ィ ッ クは装置全体でシームレスに配信され、 装置
の障害によるユーザへの影響が抑制されます。 この新機能を活用するには、 次の点に注意してアップ
グレードを行います。
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• グローバル ト ラフ ィ ック  オプティマイザを使用するセン ト ラル管理サービス では、 グローバル

高可用性の装置間での機能を確実にするために、 セン ト ラル ユーザ ライセンスが必要です。

HA ペア ライセンスをセン ト ラル ユーザ ライセンスと交換できます。 サポート  ライセンスは不

要になります。  

• 高可用性 (HA) ペアのノード として装置を使用している場合、 その装置を SMA 12 に直接アップグ

レードすることはできません。 アップグレード  プロセスでは、 その装置が HA ペアのノードで

実行中であると認識され、 アップグレード  プロセスが遮断されます。 続行するには、 HA ペア

を無効にする必要があります。  

• 拡張メカニズム (つまり  CEM) を設定して、 スタンドアロン装置のアップグレード結果を承認する

と、 アップグレードを続行できます。 アップグレードでは、 ノードの識別情報 (名前/アドレス)

のアップグレードが前提になります。 アップグレード後、 2 つの新しいスタン ドアロン装置

は、 装置間で重複するリソースを共有することもあります。 例えば、 各装置のアドレス プール

が等し く なります。 CEM を使用したアップグレード  プロセスを実行すると、 結果的に、 SMA

12.1 を実行する  2 つのスタンドアロン装置が設定されます。

• 現在、 HA 装置からスタンドアロン装置に、 設定を完全にインポートすることはできません。 部

分的な設定は、 HA 装置からスタンドアロン装置に、 また CMS にもインポートできます。

Connect Tunnel の更新の要件
クライアン ト  コンポーネン トのアップグレードは、 装置のアップグレード と同じ要件に従います。

アップグレード前に、 最新のホッ ト フ ィ ッ クスをクライアン トに適用します。

装置およびクライアン ト  コンポーネン ト を、 次に示すように、 12.1 にアップグレードできます。

• 12.0.1 + 最新のホッ ト フ ィ ッ クス ‐> 12.1

• 10.7.2 + 最新のホッ ト フ ィ ッ クス ‐> 12.1

• 11.3.0 + 最新のホッ ト フ ィ ッ クス ‐> 12.1

• 11.4.0 + 最新のホッ ト フ ィ ッ クス ‐> 12.1

クライアン トのホッ ト フ ィ ッ クスを装置にダウンロードすると、 その後各クライアン トが装置に接続
すると きに、 ホッ ト フ ィ ッ クスが自動的に各クライアン ト  システムにプッシュ されます。 環境に

よっては、 すべてのクライアン トが接続してホッ ト フ ィ ッ クスの受信を完了するまでに、 数日、 数週
間、 または数か月かかることもあります。

OSPWAT OESIS ライブラリの V3 から  V4 へのアップグレード
OPSWAT は、 OESIS V3 ライブラ リのサポートの終了をすでに公表しています。 ただし、 SonicWall のよ

うな既存顧客には、 一定期間のサポートを継続します。

詳細については、 以下のナレッジ ベースを参照して ください。
https://www.sonicwall.com/en‐us/support/knowledge‐base/171004181702551 

準備
SMA インフラス ト ラクチャのアップグレード前に、 い くつかのタスクを完了する必要があります。

重要: 10.7.2 および 11.3.0 からのアップグレードでは、 Connect Tunnel クライアン ト接続、 または

GTO ド メ インでのアップグレードがサポート されません。 GTO バージ ョ ン  11.4.0 にまずアップ

グレード して、 その後、 12.1 にアップグレード して く ださい。

メモ: グローバル  ト ラフ ィ ッ ク  オプテ ィマイザを使用するセン ト ラル管理サービス を使用する

には、 Connect Tunnel クライアン ト を  SMA 11.4 以降にアップグレードする必要があります。  
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• 認証コードの確認

• MySonicWall アカウン ト を作成する

• SMA 装置の登録

• 更新ファイルまたはホッ ト フ ィ ッ クスの取得

• ダウンロード した更新ファイルの検証

• 現在の設定のバックアップ

認証コードの確認 
SMA 装置の登録時には、 認証コードを入力する必要があります。 認証コード とは、 装置のハードウェ

ア識別子を指します。 認証コードは、 次の場所に記載または表示されています。

• 装置のラベル

• 装置管理センターの 「General Settings (一般設定)」 ページ

MySonicWall アカウン ト を作成する
MySonicWall は、 SonicWall のお客様専用に設計されたリソース センターです。 リソース センターでは、

現在のセキュリテ ィ警告、 更新、 ホッ ト フ ィ ッ クス、 サポート、 ト レーニング、 およびドキュ メン ト
にアクセスできます。 また、 MySonicWall を使用して、 製品の登録と ライセンス管理も行えます。

MySonicWall アカウントを持っていない場合は、 オンライン登録を完了することにより作成できます。

MySonicWall アカウン ト を作成するには、 以下の手順に従います。

1 ウェブ ブラウザで、 https://www.mysonicwall.com/ に移動します。  

2 「SIGN UP (サインアップ)」 を選択します。  

3 アカウン ト情報、 個人情報、 プリファレンスを入力し、 「Register (登録)」 をクリ ックします。 必

ず有効な電子メール アドレスを使用して ください。

4 画面の指示に従ってアカウン トの作成を完了します。 SonicWall により、 ステップ 3 で入力した

電子メール アドレスに購読コードが送信されます。  

5 ログイン画面に戻ったら、 新しいユーザ名とパスワードでログインを行います。  

6 電子メールで受け取った購読コードを入力して、 アカウン ト を確認します。
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SMA 装置の登録
装置を登録することにより、 確実に最新の更新とホッ ト フ ィ ッ クスにアクセスできます。  

装置を登録するには、 以下の手順に従います。

1 ソフ トウェア シリアル番号を確認します。 シリアル番号は、 SonicWall 装置の背面に記載されて

います。

2 MySonicWall にアクセスし、 ユーザ名とパスワードを入力してログインします。

3 「Quick Register (クイック登録)」 セクションでシリアル番号を入力して、 「Next (次へ)」 をクリ ッ

クします。

4 ウィザード画面の指示に従います。 ウィザードには、 認証コードの入力も含まれます。

5 シリアル番号を確認します。

6 登録する装置の名前を入力します。

7 「Register (登録)」 を選択して続行します。

8 オンラインの画面指示に従ってアンケートに記入したうえで登録手順を完了します。  

更新ファイルまたはホッ ト フ ィ ッ クスの取得

更新ファイルを取得するには、 以下の手順に従います。

1 お使いのブラウザで、 https://www.mysonicwall.com/ にアクセスします。  

2 ユーザ名とパスワードを入力してログインします。

3 「Downloads (ダウンロード )」 > 「Download Center (ダウンロード  センター)」 ページで、

「Software Type (ソフ トウェア種別)」 ド ロップダウン  リス トから装置モデルを選択します。

4 「Available Software (利用可能なソフ トウェア)」 リストで、 装置に応じて更新ファイルまたはホッ

ト フ ィ ッ クスを選択します。  

新しいフ ァームウェア バージ ョ ンの場合、 <製品番号>_upgrade‐<n>_<n>_<n>_<3 桁のビルド番

号>.bin という名前のファイルをローカル コンピュータにダウンロードするよ うに求められま

す。 ホッ ト フ ィ ッ クスでは、 次の命名規則 が使用されます。 <コンポーネン ト >‐hotfix‐<バー

ジ ョ ン>‐<ホッ ト フ ィ ッ クス番号>.bin

ダウンロード した更新ファイルの検証
更新をローカル コンピュータに正常にダウンロード したこ とを検証するには、 そのチェ ッ クサム

を、 MySonicWall に表示された MD5 チェ ックサム情報と比較します。  

PC 上のアップグレード  ファイルの MD5 チェ ックサムを検証するには、 Windows または Java ベースの

ユーテ ィ リ テ ィ を使用します。 例えば、 Microsoft は、 フ ァ イル チェ ッ クサム 整合性 検証ツール

(FCIV) というサポート対象外のコマンド ライン  ユーテ ィ リテ ィ を公式サイ トで提供しています。 この

ユーティ リテ ィ を使用してチェ ックサムを比較するには、 以下の手順に従います。

1 DOS コマンド  プロンプトを開き、 次のように入力します。 これにより、 ダウンロード したファイ

ルのチェ ックサムが返ります。

fciv < 更新ファイル名 >.bin

2 その結果を、 MySonicWall に表示された MD5 チェ ックサムと比較します。 一致する場合は、 更新

を安全に続行できます。 一致しない場合は、 ダウンロードを再度実行して、 チェ ックサムの結果
を比較します。 それでも一致しない場合は、 テクニカル サポートにお問い合わせください。  

メ モ: MySonicWall にログイン したままで、 ク ラ イアン ト  エン ドポイン ト用のアッ プグ

レードをダウンロードすることができます。
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3 MD5 のチェ ックサムを装置で直接検証するには、 次のコマンドを入力して、 ダウンロード した

ファイルのチェ ックサムを確認します。

md5sum < 更新ファイル名 >.bin

現在の設定のバックアップ
更新する前に、 装置の現在の設定をバックアップします。 装置管理コンソール (AMC) のエクスポート

機能を使用できます。 次の手順は任意ですが、 実行をお勧めします。

1 AMC のメイン ナビゲーシ ョ ン  メニューから、 「Maintenance (メンテナンス)」 選択します。

2 「System Configuration (システム設定)」 エリアで、 「Import/Export (インポート /エクスポート )」

をク リ ッ クします。  

3 「Export (エクスポート )」 ボタンを選択します。  

4 .aea ファイルを開く、 またはそのファイルを保存するように求められたら、 ハード  ド ライブに

保存します。

SMA インフラス ト ラクチャのアップグレード
アップグレードする前に、 装置が、 アップグレード前の最新のホッ ト フ ィ ッ クスを実行していること
を確認する必要があります。 このドキュ メン トがリ リースされた時点の、 最新のホッ ト フ ィ ッ クスの
一覧を、 フ ァームウェア バージ ョ ンごとに以下で示します。 追加のホッ ト フ ィ ッ クスが今後リ リー

スされるこ ともあります。 対応するナレッジ ベースのリンクにアクセスして、 推奨される最新版の

ホッ ト フ ィ ッ クスを確認して ください。  

ト ピッ ク : 

• AMC を使用して更新またはホッ ト フ ィ ッ クスを装置にインストールする

• CMS を使用して管理対象装置をアップグレードする

• 更新の確認

メモ: Windows オペレーティング システムでは、 Internet Explorer により、 .aea ファイルのダウン

ロードが遮断されるこ とがあります。 これを回避するには、 Internet Explorer の 「Address (アド

レス)」 ボックスの下に表示される情報バーをクリ ックして、 「Download File (ファイルのダウン

ロード )」 をク リ ックします。

現在のホッ ト フ ィ ッ クス (公開日時点による)

ファームウェア 

バージ ョ ン

最新のプラッ ト フォーム 

(装置) ホッ ト フ ィ ッ クス

最新のクライアン ト  

ホッ ト フ ィ ッ クス
ナレッジ ベースの記事

12.0.1 pform‐hotfix‐12.0.1‐119 clt‐hotfix‐12.0.1‐119 https://www.sonicwall.com/support/
knowledge‐base/170713184706508

11.4.0 pform‐hotfix‐11.4.0.‐686 clt‐hotfix‐11.4.0‐686 https://www.sonicwall.com/support/
knowledge‐base/170502420247167

11.3.0 pform‐hotfix‐11.3.0‐457 clt‐hotfix‐11.3.0‐457 https://www.sonicwall.com/support/
knowledge‐base/170502582817541

10.7.2 pform‐hotfix‐10.7.2‐659 clt‐hotfix‐10.7.2‐659 https://www.sonicwall.com/support/
knowledge‐base/170502660825431

メモ: ESXi でホス ト される仮想装置をアップグレードすると問題が発生することが報告されてい

ます。 詳細については、 https://www.sonicwall.com/support/knowledge‐base/170502800288963 にア

クセスして、 SonicWall ナレッジ ベースの記事を参照して ください。
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AMC を使用して更新またはホッ ト フ ィ ッ クスを装置にイン
ストールする
更新またはホッ ト フ ィ ッ クスをまだダウンロード していない場合は、 更新フ ァ イルまたはホッ ト
フ ィ ッ クスの取得の手順を参照して く ださい。 ダウンロード したフ ァイルをローカル システムに保

存します。  

更新またはホッ ト フ ィ ッ クスをインス トールするには、 以下の手順に従います。

1 AMC のメイン ナビゲーシ ョ ン  メニューから、 「Maintenance (メンテナンス)」 を選択します。  

2 「System software updates (システム ソフ トウェアの更新)」 エリアで、 「Update (更新)」 を選択し

ます。

3 「Browse (参照)」 を選択するか、 ファイル パスを入力して、 更新またはホッ ト フ ィ ックスを指定

します。

4 「Install Update (更新のインストール)」 を選択します。 ネッ トワーク接続の速度によっては、 こ

の手順に数分かかる場合があります。  

ファイルのアップロード  プロセスの完了後、 更新またはホッ ト フ ィ ッ クスが、 自動的に装置に

インス トールされます。 インス トール プロセスのこの部分をキャンセルするこ とはできませ

ん。 インス トールが完了すると、 装置が自動的に再起動されます。

CMS を使用して管理対象装置をアップグレードする
セン ト ラル管理コンソールを使用して、 CMS とそのすべての管理対象装置を含む VPN インフラス ト

ラクチャ全体のアップグレード、 およびそれらに対するホッ ト フ ィ ッ クスの適用を行う ことができま
す。 CMS のアップグレード  ファイルまたはホッ ト フ ィ ッ クスは、 MySonicWall からダウンロードでき

ます。  

CMS とその管理対象装置をアップグレードするには、 次の手順に従います。

1 CMS で、 「Managed Appliances (管理対象の装置)」 > 「Maintain (管理)」 に移動します。

メモ: 仮想アシス ト /レプリケーシ ョ ン/GMS が有効になっている場合は、 アップグレードが失敗

します。

メモ: CMS およびそのすべての管理対象 SMA 装置は、 同じアップグレード  ファイルとホッ ト フ ィ ッ

クス ファイルを使用します。  
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2 アップグレードする SMA 装置を選択します。

3 「Upgrade/Hotfix (アップグレード /ホッ ト フ ィ ッ クス)」 を選択します。

4 アップグレードする時間を装置ごとに選択します。

5 「Choose File  (ファイルの選択)」 をクリ ックして、 ダウンロード したアップグレード  ファイルを

選択します。

メモ: 更新対象の装置を複数同時に選択できます。
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6 「Create Task (タスクの作成)」 を選択します。

7 管理対象の SMA ごとに ステップ  2 からステップ 6 までを繰り返します。

8 すべての管理対象装置のアップグレードが完了したら、 「Management Server (管理サーバ)」 >

「Maintain (管理)」 ページに移動します。

9 「System software updates (システム ソフ トウェアの更新)」 の下にある 「Update (更新)」 をクリ ッ

クします。

更新の確認

更新を確認するには、 以下の手順に従います。

1 AMC にログインします。

2 メ イン ナビゲーシ ョ ン  メニューから、 「System Status (システム状況)」 に移動します。

3 次の 「Version (バージ ョ ン)」 番号の表示により、 更新の正常終了を確認します。

12.1‐<3 桁のビルド番号 >

アップグレード後のタスク
次のセクシ ョ ンでは、 アップグレードが正常終了しない場合に実行が必要となることのあるタスクを
概説します。

ト ピック : 

• 設定の復元

• 前のバージ ョ ンへのロール バック

• 新規証明書の作成/インポート

メモ: CMS をアップグレードするには、 その前に管理対象のすべての装置をアップグレー

ド してお く必要があります。  
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設定の復元
更新またはホッ ト フ ィ ッ クスのインス トールが中断または失敗する場合、 プロセスの始めで保存した
設定を復元できます。  

設定を復元するには、 次の手順に従います。

1 AMC のメイン ナビゲーション メニューから、 「Maintenance (メンテナンス)」 をクリ ックします。

2 「System Configuration (システム設定)」 エリアで、 「Import/Export (インポート /エクスポート )」

をク リ ッ クします。

3 「File name (ファイル名)」 フ ィールドに、 適切なファイルのパスを入力するか、 「Browse (参照)」

をク リ ッ クしてファイルの場所を指定してもかまいません。

4 「Import (インポート )」 を選択します。  

5 インポート した設定を有効化するには、 「Apply Changes (変更の適用)」 を選択します。

前のバージ ョ ンへのロール バック
AMC から、 システムに最後にインス トールした更新を取り消すことができます。 更新の完了後に問

題が発生する場合、 この機能を使用して、 既知の状態にロール バッ クするこ ともできます。 ソフ ト

ウェア イ メージをロール バッ クするたびに、 最後のシステム更新が削除され、 その更新の直前に存

在したバージ ョ ンが復元されます。

前のバージ ョ ンにロール バックするには、 以下の手順に従います。

1 AMC のメイン ナビゲーション メニューから、 「Maintenance (メンテナンス)」 をクリ ックします。

2 「System Configuration (システム設定)」 エリアで、 「Rollback (ロールバック )」 を選択します。

3 「Rollback (ロールバック)」 ページに表示されているバージョンにロール バックするには、 「OK」

をク リ ッ クします。 ロールバック  プロセスが完了すると、 装置が自動的に再起動され、 変更が

適用されます。

4 装置の再起動後、 AMC ホーム ページの左下隅で新しいバージ ョ ン番号を確認します。

新規証明書の作成/インポート
アップグレード した装置が SHA‐512 ハッシュを使用する自己署名/CA 発行の証明書を採用したため

に、 12.1 へのアップグレード後にユーザが装置に接続できないことがあります。 この問題を解決する

には、 12.1 へのアップグレード後に、 SHA‐256 または SHA‐384 ハッシュを使用する新しい証明書の作

成またはインポート を行います。

メモ: ファイル名の形式は、 <装置名>‐<日付>‐<nnn>.aea です。

注意: システムの更新後に行ったいずれの設定変更も、 ソフ トウェア イ メージのロール バッ ク

により削除されます。
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SonicWall サポート
有効なサポート  メンテナンス契約が付属する  SonicWall 製品をご購入になったお客様や、 ト ライアル

バージ ョ ンをお持ちのお客様は、 テクニカル サポート を利用できます。

サポート  ポータルには、 問題を自主的にすばやく解決するために使用できるセルフヘルプ ツールが

あり、 24 時間 365 日ご利用いただけます。 サポート  ポータルにアクセスするには、

https://www.sonicwall.com/ja‐jp/support に移動します。

サポート  ポータルでは、 次のことができます。

• ナレッジ ベースの記事や技術文書を閲覧する。

• ソフ トウェアをダウンロードする。

• ビデオ チュート リアルを視聴する。

• ユーザ フォーラムで他のユーザや専門家と交流する。

• ライセンス アシスタンスを受ける。

• MySonicWall にアクセスする。

• SonicWall のプロフェ ッシ ョナル サービスに関して情報を得る。

• ト レーニングや認定プログラムに登録する。

SonicWall サポートに連絡する場合は、 https://www.sonicwall.com/ja‐jp/support/contact‐support をご覧く

ださい。
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Copyright © 2018 SonicWall Inc. All rights reserved.

本製品は、 米国および国際的な著作権法および知的財産法によって保護されています。 SonicWall は、 SonicWall

Inc. および/またはその関連会社の米国および/またはその他の国における商標または登録商標です。 その他の商

標または登録商標は、 各社の所有物です。

本文書の情報は、 SonicWall Inc. およびその関連会社の製品に関連して提供されたものです。 明示的、 黙示的、 ま

たは禁反言などを問わず、 本書または SonicWall 製品の販売に関連して、 いかなる知的所有権のライセンスも供

与されません。 本製品のライセンス契約で定義される契約条件で明示的に規定される場合を除き、 SonicWall およ

び/またはその関連会社は一切の責任を負わず、 商品性、 特定目的への適合性、 あるいは権利を侵害しないこと

の暗示的な保証を含む (ただしこれに限定されない)、 製品に関する明示的、 暗示的、 または法定的な責任を放棄

します。 いかなる場合においても、 SonicWall および/またはその関連会社が事前にこのような損害の可能性を認

識していた場合でも、 SonicWall および/またはその関連会社は、 本文書の使用または使用できないことから生じ

る、 直接的、 間接的、 結果的、 懲罰的、 特殊的、 または付随的な損害 (利益の損失、 事業の中断、 または情報の

損失を含むが、 これに限定されない) について一切の責任を負わないものとします。 SonicWall および/またはその

関連会社は、 本文書の内容の正確性または完全性に関していかなる表明または保証も行いません。 また、 事前の
通知な く、 いつでも仕様および製品説明を変更する権利を留保するものとします。 SonicWall Inc. および/またはそ

の関連会社は、 本文書に記載されている情報を更新する義務を負わないものとします。

詳細については、 https://www.sonicwall.com/ja‐jp/legal/ を参照して ください。

最終更新日: 2018 年 3 月

232‐004140‐00 Rev B

凡例

警告: 物的損害、 けが、 または死亡に至る可能性があることを示しています。

注意: 手順に従わないとハードウェアの破損やデータの消失が生じる恐れがあることを示しています。

重要、 メモ、 ヒン ト、 モバイル、 またはビデオ: 補足情報があることを示しています。
SonicWall Secure Mobile Access 12.1

アップグレード  ガイド

13

https://www.sonicwall.com/ja-jp/legal/

	SonicWall® Secure Mobile Access 12.1
	アップグレードの説明
	アップグレードの概要
	プラットフォームの互換性
	廃止された機能

	特に考慮が必要な事項
	HA ペアのアップグレード
	Connect Tunnel の更新の要件
	OSPWAT OESIS ライブラリの V3 から V4 へのアップグレード

	準備
	認証コードの確認
	MySonicWall アカウントを作成する
	SMA 装置の登録
	更新ファイルまたはホットフィックスの取得
	ダウンロードした更新ファイルの検証
	現在の設定のバックアップ

	SMA インフラストラクチャのアップグレード
	AMC を使用して更新またはホットフィックスを装置にイン ストールする
	CMS を使用して管理対象装置をアップグレードする
	更新の確認

	アップグレード後のタスク
	設定の復元
	前のバージョンへのロール バック
	新規証明書の作成/インポート


	SonicWall サポート

